
表１　検証授業の単元計画（９時間）

１　はじめに
　小学校社会科の政治的分野の学習では，
どの教科書でも，地方自治のしくみから学
習が始まり，「社会福祉」に関わる題材を
取り上げている。具体的には，子育て支援
施設，福祉センターなどである。近年，福
祉の充実は，私たちの生活の中で最優先さ
れるべき課題であることから，こういった
題材が用いられているのは当然であろう。
　しかし，児童の身近にそのような施設が
あるとは限らず，切実感を持たせながら学
習を進めるのは難しい。題材に切実性がな
ければ，児童の関心は薄くなり，	学習に対
する意欲も向上していかないのではないか
と考えた。
　小学校学習指導要領解説社会編の政治の
働きについての指導では，「学習が抽象的
にならないよう，また，調べる事例が網羅
的にならないように，児童の関心や地域の
実態に応じて，社会保障，災害復旧の取組，
地域の開発などの中から事例を一つ選択し
て取り上げ，具体的に調べるようにするこ
とが考えられる」とある。これは地域にお
ける事象を取り上げることで，政治をより
身近なものとしてとらえさせることを示し
ている。
　選挙権が 18 歳に引き下げられ，小学校
を卒業してわずか６年しかない。早い段階
から社会に参画する意識を育むことは重要
であり，今後，小学校社会科の政治的分野
の学習における使命は高まっていくもので
あると考え，本研究に取り組んだ。

２　研究の内容
⑴検証授業の単元計画
　本研究では，通学路の安全性から住民の
願いと地方自治の働きを結び付けた学習活
動を構成していく。通学路を題材として取
り上げた理由は，第１に通学路が児童に身
近なものであること，第２に通学路が地方
自治との関連があるということ，第 3 に課
題を見出しやすく，市政に対して解決案を
提案しやすいということである。特に第３
の理由に関しては，それを目標にすること
で児童の学習意欲を高めることができると
考えた。
　検証授業では，「地域の安心安全を実現
する政治」という単元名を設定し，９時間
で実践した。（表１）
⑵学習活動の工夫

研・活 究

田
た ば た

畑　弘
ひろよし

義松戸市立大橋小学校教諭

身近な政治の働きから，
子どもの社会参画意識を育む指導の在り方

小 学 校 編

千葉教育　平成28年度　菊　21



①課題解決案を発信する活動
　市に提案する要望書を作る過程として，
まず通学路の安全・危険という概念に着目
させた。どんなことが危険なのか，どうす
れば安全に歩けるのか，児童は，自分たち
の５年間の通学経験から具体的に考えるこ
とができた。また，実際に街灯を設置する
よう市に要望した地域の方や市民の要望を
受ける市役所の方から話を聞いたり，市に
来る要望はどんなものがあるのかを調べた
りしたことで，児童は自分たちの考えをよ
り深めていた。第 4 時終了後，児童は課題
意識を持って「聞く」「見る」「調べる」と
いう３つのカテゴリーで分担をし，調査を
行った。第５時では，同じカテゴリーで調
査した児童で小グループを作り，情報を精
選・集約していった（写真）。集約した情
報を基にして代表の児童が要望書の作成を
行った。
②模擬体験による体験的活動

　小学校段階の政治的分野の学習において
最も大切なことは，児童に政治が身近なも
のであると実感してもらえるような学習活
動になることだと考える。そこで前述した
要望書を市に提案する活動に加えて，模擬
体験を学習の中に取り入れた。第３時では，

「自宅前の道路が一方通行になるとしたら」
という仮定で班ごとに話し合い活動を行っ
た。児童はこの活動から，自分の願いがみ
んなの願いだとは限らない，ということを

学んだ。
　第８時では，「消費税」をテーマにして
模擬投票を行った。３人の候補者を仮定し，
児童の生活経験から意見を述べられるよう
各候補者のマニフェストを消費税に限定し
た（資料 1）。児童は自分たちの生活のこ
とだけでなく，多額の市債や増え続ける民
生費などにも視点を当てるなど，学習後に
は，選挙に対する関心や考えが深まる感想
が多く見られた。

　第９時では，学習のまとめとして，要望
書の確認をするとともに，今回の通学路に
限定した要望に限らず「自分たちが住み
やすい街にするためには」というテーマで
小グループごとに要望書を作成する活動を
行った。要望の中には，「市を活性化する
ためにテーマパークを誘致する。」や「市
の中心に位置する駅を整備し，バリアフ
リー化を図る。」など市民全体の利益まで
考えているような提案もあった。
⑶児童の意識の変容
　本検証授業の実施前後で児童に行ったア
ンケート調査では，社会科に対する学習意
欲が向上しただけでなく，社会に参画す
るべきだと思う児童の割合が大幅に増加し
た。
　納税に関わる意識では，学習前には「何
で税金を払う必要があるの？」「ものを買っ

写真　情報を精選・集約している様子

資料 1　模擬投票の候補者一覧
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てなくても税金をとられるのは納得がいか
ない。」と納税に対して疑問を抱いている
児童が多く見受けられた。しかし，学習を
進めていく中で，税金がないと生活が成り
立たなくなることに気付く児童が増え，納
税の必要性を感じ取っていた。（図）

　また，「18 歳になったら，選挙に行こう
と思いますか。」という質問に対して，学
習後の調査では，９割以上の児童が「思う」

「どちらかといえば思う」と回答した。理
由として，「選挙は自分たちの生活を良く
する。」「自分たちの生活を任せられる人を
選びたい。」など選挙の必要性を感じてい
る児童が多かった。その一方で，「思わない」
と回答した児童の理由に「両親が行ってい
ないから。」「自分の一票では変わらないと
思うから。」などの意見もあった。そういっ
た児童が社会の形成に主体的に関わろうと
する力を育むためには，どのような学習過
程が必要なのか，今後自身の研究を深めて
いきたいと思う。
　事後調査の自由記述の中で，ある児童
は，学習を通して選挙の大切さを感じただ
けでなく，政治に対する関心が高まったこ
とが読み取れる（資料 2）。また別の児童は，
税金が必要なものであることは理解した上
で，国に何兆ものお金があるのに，国債が
返せないことへの疑問を持ち，自主的に調
べていきたいとの感想を書いていた。

３　研究のまとめ
⑴成果
　本研究を通して，政治的分野における題
材を児童にとって切実性のあるものにする
ことは，学習意欲の向上に有効的な手立て
であることが実証できた。この点からも自
分たちの生活に影響があるという意識を児
童に持たせることはたいへん重要であると
感じる。また，学習中に，お互いの意見を
交換したり，自分たちの考えを発信したり
するような体験的活動を多く取り入れるこ
とで，自主的に問題意識を持つようになり，
多くの児童が受動的な考え方から能動的な
考え方に変容していった。
　今回の学習を通して，児童は社会に参画
するための一歩を踏み出すことができたと
いえるだろう。
⑵課題
　調べ学習が課外活動になってしまい，指
導が不十分であった分，児童により調査の
内容に差が生じてしまった。時数的な問題
もあり，今後は社会科だけでなく，他教科
への横断的な取組により，学習活動を構成
し，より質の高い授業を築いていきたい。
また，児童の社会参画意識を育てていくた
めには，継続的に地域の問題に対して考え
る機会を設ける必要がある。児童が切実感
を持って学習に取り組んでいけるように単
元間・学年間の系統性を踏まえて今後も手
立てを考えていきたい。

資料 2　事後調査における児童の感想

図　納税に関わる意識の変容
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１　研究主題について
　子どもを取り巻く社会環境や生活環境は
急激に変化しており，心身の健康状態や健
康にかかわる行動に大きく影響を与えてい
る。その中で，生活習慣の乱れやメンタル
ヘルスに関する問題，アレルギー疾患，感
染症等々，様々な健康課題が山積している。
　これまで，学校教育の中で様々な健康教
育が行われているが，死因の第一位である

「がん」についての学習機会は限られてい
た。今や国民の２人に１人が罹

り か ん

患し「国民
病」といわれる「がん」であるが，「がん」
に対して無関心だったり，知識不足から治
療法や療養生活の選択がうまくいかなかっ
たり，がん患者やその家族への差別や偏見
が起こったりしている。「がん教育」は急
務であり，文部科学省では 2018 年度に予
定される学習指導要領改訂で「がん」に関
する記述を盛り込み，保健の教科書の内容
拡充を目指すと発表した。
　私は，様々な健康教育を実施してきたが，
内容によっては「病気ありきの健康教育（脅
しの健康教育）」となってしまうこともあ
り，健康教育の方法に課題を感じてきた。

「がん教育」についても，恐怖を与えてし
まう内容になってしまうのではないかと不
安は募る。
　そこで，明るい未来を感じられる健康教
育を目指し，「がん教育」を通して，生徒
一人一人が主体的にがんの予防に取り組
み，いのちの大切さについて考える態度を
育成できるような学習教材や指導案，指導

プログラムが必要不可欠であると考えた。
国全体ががん対策の取組を始めている今こ
そ，学習教材や指導案，学習プログラムを
作成したいと考え，本主題を設定した。

２　研究目標
　明るい未来を感じられる健康教育のあり
方の一方策を明らかにする。（教材・教具
の開発を含む）

３　研究の実際
⑴研究仮説
①生徒ががんを身近に感じられる学習教材
を活用すれば，一人一人が主体的にがん予
防について考えることができるであろう。
②がん教育を通して，生徒一人一人がいの
ちの大切さを主体的に捉え，自分自身の生
活習慣を見直せば，よりよい健康生活の行
動化につながるであろう。
⑵研究の具体的内容・方法
①現在のがん教育に関する位置付け
　学校におけるがんに関する教育について
は，現在，学習指導要領とその解説におい
て，中学校第３学年の保健体育（保健分野）
の中に位置付けられている。さらに，国の
がん対策推進基本計画に基づき，学校にお
ける「がん教育」について取り組むべき施
策や個別目標が示された。文部科学省「が
んの教育に関する検討委員会報告書」（平
成 26 年２月）にも「がん教育」の具体的
な内容や実施に当たっての留意点，関係機
関との連携についても示されており，国が
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学校教育の中で「がん教育」に積極的に取
り組むことを期待していることがうかがえ
る。
②模擬授業による授業方法の分析
　千葉大学３年生（保健科授業受講の学生
対象）に模擬授業を実施し，授業後の感想
をまとめ，検証授業内容の検討・教材研究
を行った。
③検証授業の実際
(ア ) 単元構成の工夫
　本単元は，「生活習慣病とその予防」の
発展として２時間を計画した。模擬授業を
行った中で，「がん教育」の目標を実現さ
せるためには１時間では不十分であり，知
識の習得だけでなく，生徒のこころの変容
をとらえることを重視した内容を考えた。
具体的な内容と目標は，（資料１）の通り
である。

　２時間を通して，生徒自身の考えをまと
める時間やグループワークの時間を十分確
保し，がんと向き合う人々を通じて，自
己の在り方や生き方を考えられるようにし
た。
　また，家族にがん患者がいる生徒がつら
くならないような授業展開となるよう配慮
した。
(イ ) 教材の工夫
　正しい情報に基づき，病気の仕組みやリ
スクがわかりやすくとらえられなければ，

その場だけで終わってしまうことになる。
内容の説明とわかりやすい資料提示を目指
し，教材を作成した。
　例えば，がんの特性として理解しなくて
はならないことが一つある。それは他の生
活習慣病と違い完全に予防することは不
可能であるということである。しかし，生
活習慣との結びつきが強いことは明らかに
なっているため，リスクを減らすような望
ましい生活習慣が重要である。そこで，リ
スクについて理解させるための教材を作成
した。
(ウ ) オリジナルワークシートの活用
　授業後にも振り返りができること，自分
の考えやグループワークの中で出された意
見を十分記入できるように，補助教材とし
てワークシートを作成した。
　ワークシートを使用することで，授業内
容を確実に記録することができ，授業後に
も振り返りができる。使用する際は，授業
時間確保の観点から，重要なポイントのみ
を生徒自身に記入させるようにした。
④検証授業の分析と考察
(ア ) ワークシートによる分析の結果と考察
　２時間の授業のまとめとして，「今回の
学習を通してわかったこと，考えたこと」
を書かせたところ，今まで知らなかった「が
んの仕組み」や特性について理解できたと
多くの生徒が記入していた。
　また，がんになっても前向きに生きるこ
とや，今できる生き方やこれからのことが
多くあげられていた。（資料２）中には，
家族ががんであったことやその時の心境，

資料１　授業内容の概要

資料２　今回の学習を通してわかったこと，考えたこと
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正しい知識を持つことで何かできることが
あったのではないか，これからの生活をど
うしていきたいかといったことを記入して
いる生徒もみられた。
　これらのことから，授業でがんに関する
正しい知識を学ぶことが重要であること，
がんの仕組みや予防だけにとらわれず，生
き方を考えさせるような場面を取り入れる
ことで，家族にがん患者がいる生徒にも前
向きにとらえられる内容にすることができ
ると分かった。
(イ ) 授業前実態調査と授業後意識調査の比較
による分析結果と考察
　授業前後の意識調査でがんの仕組みや特
性に関しては，概ね理解できたととらえら
れる。（資料３）イメージに関すること（資
料４）では，「怖い病気」「死んでしまう」
という問いに，「すごくそう思う」が減少
している。「今の自分には関係ない」とい
う問いには，「すごくそう思う」「まあまあ

そう思う」が減少しており，わずかではあ
るがマイナスイメージが減ったこと，そし
てがんを自分のこととしてとらえる生徒が
増えたことは，授業を実践した成果だと考
えられる。

４　研究のまとめ
⑴成果
①わかりやすい学習教材を活用し，がんに
関する正しい知識を与えることで，生徒た
ちのマイナスイメージを減らすことがで
き，学習意欲にもつながった。
②がん患者の気持ちや生き方を身近に感じ
たり，充実した人生を送るには希望を持っ
て生きることが大切であると考えたりする
ことに，がん患者体験記は教材として有効
であった。
③「がん教育」を通して，リスクを減らす
ための望ましい健康習慣が様々な病気の予
防につながり，今から実践していくことが
健康的な人生につながることになると意識
づけられた。
⑵課題
①がんは身近な病気であり，生徒で家族に
がん患者がいることも考えると，授業内容
については細心の注意が必要であり，道徳
や他教科との横断的な授業展開が必要とな
る。
②がんがメディアに取り上げられることが
多い中で，何を教材として扱い，何を学ば
せたいのか，取捨選択する必要がある。日々
進歩する医療情報を正しく取り入れた授業
内容が求められる。

資料３　がんに関する実態調査（がんの特性）

資料４　がんに関する実態調査（がんのイメージ）
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１　研究主題について       
少子化や技術革新が進む現在，携帯機

器の普及により，子どもたちは以前にも
増してゲームや	SNS（Social	Networking	
Service）への依存を強めている。そのよ
うな中，実際に顔をつきあわせて話をする
ことの苦手な生徒，つまり人間関係をうま
く作れない子どもが増えている。

私は，いじめなどの人権侵害行為は他者
の気持ちをイメージできていないから起こ
る現象の一つと捉えている。文部科学省「人
権教育・啓発に関する基本計画」にも，人
権教育の現状は「教育活動全体を通じて，
人権活動が推進されているが，知的理解に
とどまり，人権感覚が十分身に付いていな
いなど指導方法の問題」が指摘されている。

そこで私は，教育活動で一番時間を費や
している日々の授業の中で，いかにして人
権感覚を養っていくかを考えた。歴史授業
において大切なことは，過去に起こった事
象をただ羅列して暗記させることではな
く，過去の教訓から現在を分析し未来へ向
かって活用させることである。そのために
必要なことは「過去との対話，自己との対
話，他者との対話」を意識した授業実践で
ある。つまり，自分が経験していない時代

（世界）を想像し，自分の心や価値観と比
較し，共感したり違いを受け入れたりする
ことである。現在，広義の人権観は「社会
的要素と個人的要素の複合」ととらえられ
ており，「社会や周囲との関係性の中で個
人の自己実現や自己表現をどのように保障
するのか」といった個人的要素も人権教育
に求められている。あるがままの自分を受
け入れ肯定的な自己受容の態度をもつこと

は，寛容な他者受容につながるからである。
しかし，青年期にあたる高校生年代は，

自分自身の意見でもきっちりと自覚した
り，表現したりできない生徒が少なくない。
そこで，自分の感覚を数量化して表すこ
とができるＡＨＰ（Analytic　Hierarchy　
Process ＝階層分析法）を使うことで，漠
然としていた自分の意見を明確にし，過去
との対話や他者との対話をしやすくしよう
と考えた。そして，対話を通し「建設的な
手法により人間関係を調整する能力」等，
人権教育の理念を意識させることで，「自
分の大切さとともに他の人の大切さを認め
る」人権感覚を育成したいと考え，この研
究主題とした。

２　研究目標
自己も他者も認める人権感覚を育成する

ために，歴史授業において，ＡＨＰを活用
した話し合い活動を行うことの有効性を，
実践を通して明らかにする。

３　研究内容・方法    
⑴研究仮説

歴史授業における話し合い活動の場面に
おいて，ＡＨＰを活用した意思決定をすれ
ば，歴史的事象に対する自己の見方や考え
方，他者との共通点や違いを認識し，「自
分の大切さとともに他の人の大切さを認め
る」という人権感覚を養うことができるだ
ろう。
⑵研究の具体的内容
①ＡＨＰについて

ＡＨＰは米国ピッツバーグ大学のサー
ティ教授により提唱された手法であり，主
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観的な判断等，本来は可視化できない自分
の考えを，一対比較と計算によって数量化
し，選択肢の中から重要度を決定していく
ものである。現在，世界中で政治，経済，
高等教育など様々な分野で利用されてお
り，歴史授業の中でも生徒の意思決定に活
用できるのではないかと考えた。
②検証授業
( ｱ ) 対象：高校２年（日本史選択者）109 名
( ｲ ) 単元：日本史Ｂ　中世社会の成立

		武士の社会「承久の乱」２時間展開
( ｳ ) 人権教育の視点から見た授業のねらい
ａ自己も他者も認める人権感覚のある雰囲

気を教室内に作る。
ｂ過去の人物の立場になって考え，想像力

を働かせるとともに，客観的な根拠をも
つ。	（過去との対話）

ｃ自分の考えを理解し，他者に表現できる
ように意見を構築する。（自己との対話）

ｄ自分の考えを表現し，他者の考えを傾聴
し，認め合い，他者から学ぶ。（他者と
の対話）

( ｴ ) 授業展開

( ｵ ) ＡＨＰの具体的方法
ＡＨＰは次の手順を追って進めていく。

先ず課題を分析し，「総合問題（本時の問
い）」「判断基準（考える要素）」「代替案（選
択肢）」を設定し，階層構造を作る（図１）。

そして，総合問題から見て判断基準の「一
対比較」をし，「重み」を計算する。「一対
比較」とは，判断基準内の二つずつを取り
出し，「どちらがどの程度，自分としては
重要（大切）か」の値を示すものである（資
料１）。「重み」とは自分が大切にしている

考えを割合（数量）で表したものである（資
料２）。最後に，判断基準の重みを考慮し

図１　ＡＨＰの階層構造例

資料１　一対比較値（尺度とその定義）

資料２　検証授業における重みの計算例

第１次展開　内容理解とＡＨＰによる自己理解中心

第２次展開　話し合い活動による他者理解中心

研・活 究
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た上で，総合問題に対する自分の選択，代
替案を決定する。
③検証授業の分析と考察

これまでの高校歴史授業は知識理解に重
点が置かれ，活発な意見交換を行う場面は
少なかった。人権感覚育成に必要な「対話」
も授業ではあまり行われていない。そこで

「過去との対話，自己との対話，他者との
対話」という複数の観点をもって授業を展
開した。歴史学習は過去の事象を取り扱う
ので，歴史の中の当事者になる想像力を働
かせることで「過去との対話」が可能にな
る。

第一次展開で支持勢力を選択する時に
は，自分を当時の武士の立場として想像し
考察することができており，「過去との対
話」を行っていた。これは人権教育で求め
られている，他の人の立場になって考える
想像力や共感的に理解する力の育成に有効
と考える。
　第二次展開で話し合い活動等，他者の
意見を聞いた後の振り返りでは，過去の
事象に対し自分や社会を大局的，俯

ふ か ん
瞰的

に分析できる生徒が出てきた。これは人
権感覚で必要な，他の人との人間関係を
調整するために必要な客観的視点をもつ
ことにつながる。
　ＡＨＰの活用は「自己との対話」を
可能にし，自分自身を見つめ直す契機
となった。自分の意見をまとめるのに
96.2％の生徒が「とても役立った」また
は「役立った」と回答しており，自己理
解に有効であることを示した。また，Ａ
ＨＰが「他人の意見を理解する」ために
96.2％の生徒が「役立つ」と回答し，「Ａ
ＨＰで話し合いがスムーズになった」と
89.5％が回答したことは，ＡＨＰが他者
理解にも有効であることを表しており，
その発展性を示す結果となった。
　「他者との対話」である話し合い活動
は，ＡＨＰの結果を有効に使い活性化し
た。生徒は他の人の意見を尊重し，共感
的に受け止めており，「自分の考えを深め

る（高める）ことができた」のが 94.3％，
「他者から学ぶ態度」や「自己も他者も
尊重する態度」は共に全ての生徒（100％）
が「とれた」と回答した。自分自身に新
たな気付きをもたらし，価値観の多様化
を図れたことは，人権感覚の育成につな
がる活動であったと考える。

４　研究のまとめ
⑴成果
①ＡＨＰの活用は，自己の考えと共に他者
との共通点や相違点を明確に認識すること
ができるので，お互いの大切さを理解し，
認めた上での話し合い活動を展開するのに
有効であった。
②歴史授業における話し合い活動は，ＡＨ
Ｐを取り入れて相互補完する（図２）こと

で人権感覚を育成する在り方となり，人権
教育に有効なことが明らかになった。

⑵課題
人権感覚の育成には，対話や活動が不可

欠である。歴史授業での話し合い活動は，
歴史事象の結論が分かっている中で行われ
る。話し合い活動を成立させるためには，
生徒の感情や意見にゆらぎをおこす質の高
い問いが必要であり，数多く開発していか
なければならない。今後も高校の教科指導
において，ＡＨＰの活用を含め，対話のあ
る授業実践を継続していくことが必要であ
ると考える。

図２　人権感覚育成の概念図
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